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１ はじめに 

  本市では、平成 21 年４月１日に「静岡市めざせ茶どころ日本一条例」が施行され、

この条例に基づき「静岡市茶どころ日本一計画」を策定し、茶業振興に向けた取組

を行っています。この計画は、茶業の振興とともに、市民の豊かで健康的な生活の

向上を目的とし、“100年後もお茶のまちであり続けたい”という超長期的な構想を

視線の先に据えた基本構想、基本構想を実現するための基本的な考え方（施策の方

向と具体的な施策）を示した基本計画、基本計画に掲げた施策を実現するための具

体的な事業からなる実施計画により構成されています。 

 

 

基本構想   

 

 

 

 

 

 

 

基本計画 目標像 

 

      

目標指標 

 

 

 

 

＜３つの重点施策とその成果指標＞ 

１ 静岡市型茶経営基盤 

整備の強化・推進 

２ 海外輸出力の強化と 

推進基盤の整備 

３ 国内消費の拡大・ 

新たな需要の創出 

静岡市が掲げる年間農業

所得目標（500 万円）を達

成した認定農業者（茶）の

割合 

25％（H30 年度） 

[目標] 

55％（R12 年度） 

本市事業に係る「静岡市の

お茶」の輸出量 

0.58t（H30 年度） 

 [目標] 

5.5t（R12 年度） 

１世帯あたりの緑茶購入

数量（リーフ茶） 

2,333ｇ/年（H30 年度） 

 [目標] 

2,600ｇ/年（R12 年度） 

 

 実施計画  基本計画に掲げた施策を実施するための具体的な事業 

       ※各年度ごとに作成 

 

茶業の成長産業化～収益力が高く、強く攻めの茶業への転換～ 

①静岡市の茶産出額：30 億円（平成 29 年実績を維持） 

②「お茶のまち静岡市」を誇りに思う市民の割合：100％ 

③首都圏における「お茶のまち静岡市」の想起率：90％ 

人々の心を引きつける 

お茶をつくるまち 

お茶が生活・文化の一部と

なり心やすらぐまち 

お茶を中心に交流の 

輪が広がるまち 

世界中の誰もがあこがれるお茶のまち 
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２ 第２次静岡市茶どころ日本一計画の目標指標 

  第２次計画及び同計画で設定した重点施策に係る計画期間終了時点（令和 13 年３

月 31 日時点）での目標指標は以下のとおりです。 

 

＜第２次計画の目標指標＞ 

 目標指標 
R12 年度 

目標 

R2 年度 

目標 

R2 年度 

実績 
達成率 

達成度 

※１ 

計画全体 

静岡市の茶産出額 30 億円 ―    

「お茶のまち静岡市」を

誇りに思う市民の割合 
100% ―    

首都圏における「お茶の

まち静岡市」の想起率 
90% ―    

重点施策 

【重点施策１】 

 静岡市が掲げる年間農

業所得目標（500 万円）

を達成した認定農業者

（茶）の割合 

55% 30%    

【重点施策２】 

本市事業に係る「静岡市

のお茶」の輸出量 

5.5t 0.65t    

【重点施策３】 

 １世帯あたり緑茶購入

数量（リーフ茶） 

2,600g/年 2,350g/年    

※１ 達成度の評価凡例                   

Ｓ：期待を上回る（105%以上） 

Ａ：期待通り（90%以上 105%未満） 

Ｂ：期待を下回る（70%以上 90%未満） 

Ｃ：期待を大きく下回る（70%未満） 
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認知度向上

魅力向上

茶
業
の
成
長
産
業
化

重点施策

【重点施策１】

静岡市型茶園基盤
整備の強化・推進

【目標指標】

静岡市が掲げる

年間農業所得目標
（500万円）を達成し

た認定農業者の割合

５５％

【重点施策２】

海外輸出力の強化
と推進基盤の整備

【目標指標】

「静岡市のお茶」の
海外輸出量

５．５ｔ

【重点施策３】

国内消費の拡大・
新たな需要の創出

【目標指標】

１世帯当たりの
緑茶購入数量

2,600g/年

都
市
／
交
流

基本方向 基本的方策基本方向

「

お

茶

が

育

む

幸

せ

な

生
活
」

が

こ

の

地

に

永

く

続

く

こ

と

世
界
中
の
誰
も
が
あ
こ
が
れ
る
お
茶
の
ま
ち

お茶を中
心に交流
の輪が広
がるまち
【都市・
交流】

お茶が生
活・文化
の一部と
なり心や
すらぐま
ち

【生活・
文化】

人々の心
を引きつ
けるお茶
をつく
るまち
【産業】

目的 将来像
１１年後の

目標指標

⑦認証取得による品質管理の強化

⑧国内販路拡大推進

⑨海外輸出力の強化

①今後の茶業を担う中心的経営体の育成

④茶園の基盤整備の推進

具体的方策
１１年後の

目標像

生
活
／
文
化

③市外・県外へのプロモーション

②集散地機能の強化

③新規就農・参入者の育成・確保

⑤茶工場の体制強化

⑥山間地茶業の支援

①お茶の愛飲促進

茶
業
の
成
長
産
業
化
　
～

収
益
力
が
高
く
、

強
く
攻
め
の
茶
業
へ
の
転
換
～

⑤カフェ文化の創出・育成

展示会・商談会への出展支援

海外販路開拓支援、輸出サプライチェーンの創設と運営

大学との連携、６次産業化の推進

新商品の開発・導入支援

産
　
　
業

⑪消費者ニーズに合う新商品・新技術の開発

静岡市型茶園基盤整備の推進

地域拠点となる茶工場の機能強化

⑤お茶ツーリズムの推進

④キャッチフレーズ等を活用した情報発信

市内小中学校における愛飲促進

山のお茶の情報発信、生産者情報の発信

GAP等認証取得の促進

③静岡市「お茶の日」の普及

②お茶を飲み、触れ合う機会の創出

⑩お茶を活かした産学連携の推進

美味しいお茶の入れ方教室、お茶の学校等講座の実施

①ＪＲ静岡駅における情報発信

②産地間連携の推進と産地の情報発信力の強化

人材育成

体制整備

販売力強化

商品・技術革新

普及促進

生活創造

⑥お茶の効能の研究・活用

④飲食業連携とお茶を介した食習慣の提案

３　第２次静岡市茶どころ日本一計画の施策体系

関係機関による総合支援対策の実施

静岡茶市場・茶商との連携推進

担い手の育成支援

主な取組内容

首
都
圏
に
お
け
る
「

お
茶
の
ま
ち
静
岡
市
」

の
想
起
率
：
９
０
％

「

お
茶
の
ま
ち
静
岡
市
」

を
誇
り
に
思
う
市
民
の
割
合
：
１
０
０
％

静
岡
市
の
茶
産
出
額
：
３
０
億
円

価値向上

情報発信

首都圏でのプロモーション

茶業者による「しずお茶」プロモーション、アイディア商品活用

茶巡りデスクの運営、コンテンツの拡充

「お茶の日」の情報発信、イベント開催

飲食店における美味しいお茶の提供

市内お茶カフェの情報発信

「静岡市のお茶」機能性表示の導入検討

ＪＲ静岡駅における広告掲出・情報発信

周辺産地間連携の推進、共同イベント出展

基本計画基本構想
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４ 各分野別事業の概要 

  本実施計画に位置付けられた事業は延べ 88事業です。これらを「主たる事業」（事

業対象が専らお茶に関わると思われる事業）と「関連事業」（事業対象の一部がお茶に

関わるもの、又はお茶に関する活動等に活用できるもの）に大別しています（前者：

55 事業、後者：33 事業 ※再掲事業も含む）。 

 

 

（１）実施状況総括表  

※上段：主たる事業、中段：関連事業、下段：計 

基本方向 基本的方策 対象事業数 
令和２年度実施状況 

ａ ｂ ｃ ｄ 

 

人々の心

を引きつ

けるお茶

をつくる

まち 

【産業】 

① 人材育成 

主たる事業 ２     

関連事業 ２     

計 ４     

② 体制整備 

主たる事業 ６     

関連事業 １０     

計 １６     

③ 販売力強化 

主たる事業 ７     

関連事業 ２     

計 ９     

④ 商品・技術革新 

主たる事業 ２     

関連事業 １     

計 ３     

 

【産業】関係計 

主たる事業 １７     

関連事業 １５     

計 ３２     

 

お茶が生

活・文化

の一部と

なり心や

すらぐま

ち 

【生活／

文化】 

① 普及促進 

主たる事業 １６     

関連事業 ９     

計 ２５     

② 生活創造 

主たる事業 ６     

関連事業 ０     

計 ６     

③ 価値向上 

主たる事業 １     

関連事業 ０     

計 １     

 

【生活／文化】関係計 

主たる事業 ２３     

関連事業 ９     

計 ３２     
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基本方向 基本的方策 対象事業数 
令和２年度実施状況 

ａ ｂ ｃ ｄ 

 

お茶を中

心に交流

の輪が広

がるまち 

【都市／

交流】 

① 情報発信 

主たる事業 １     

関連事業 ０     

計 １     

② 認知度向上 

主たる事業 １２     

関連事業 ８     

計 ２０     

③ 魅力向上 

主たる事業 ２     

関連事業 １     

計 ３     

 

【都市／交流】関係計 

 

主たる事業 １５     

関連事業 ９     

計 ２４     

総  計 

主たる事業 ５５     

関連事業 ３３     

計 ８８     

※再掲事業を含む。 

※実施状況（アウトプット指標）の達成状況の評価凡例 

ａ：概ね計画どおり実施又は完了 

ｂ：計画未満であるが実施 

ｃ：実施に向けて検討・調査中 

ｄ：未実施 

 

 

 


